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キツツキ目 Piciformes キツツキ科 Picidae 日本固有 

ミユビゲラ 
Picoides tridactylus inouyei Yamashina, 1943 

 

カテゴリー判定結果 情報不足（DD） ①② 

基準A: データ不足 基準 B: ― 基準 C: ― 基準 D: ― 基準 E: ― 

容易に絶滅危惧カテゴリーに移行し得る属性を有しているが、生息状況をはじめとしてカ

テゴリーを判定するに足る情報が得られていない種。 

①どの生息地においても生息密度が低く希少である。 

【判断理由】 

北海道中央部の大雪山系の針葉樹林において繁殖した確実な記録がある。個体数は極めて

少なく、断片的な生息情報があるだけである。生息数は、成熟個体 50 個体未満（絶滅危惧

ⅠＡ類の基準Ｄ）と推定されるが、生息数、生息密度、個体群の動向など、生息状況を評

価ができるだけの情報がない。分類という視点からも情報が不足している。 

 

②生息地が局限されている。 

【判断理由】 

本種は、ユーラシア大陸の北方針葉樹林（タイガ）とヨーロッパアルプス・天山山脈・崑

崙山脈・横断山脈などの山岳針葉樹林に広く分布しているが、国内では北海道中央部の大

雪山系の針葉樹林で記録があるだけで、世界的にみて、生息地が局限的である。 

評価分科会： 鳥類分科会 

 

概要 

種ミユビゲラ（Picoides tridactylus）はユーラシア大陸の北方針葉樹林（タイガ）とヨー

ロッパアルプス・天山山脈・崑崙山脈・横断山脈などの山岳針葉樹林に分布する。国内で

は本亜種が北海道中央部、大雪山系の針葉樹林で個体の観察記録があり、繁殖も確認され

ているが、情報は断片的で、継続的な観察記録はない。 
 

協力者: 
加藤克（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園）・西海功（国立科学博物

館） 
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基礎情報 

【形態】 

基亜種（Picoides tridactylus tridactylus）では全長が 20〜24 cm、体重がオス 65〜74 g、メ

ス 54〜66 g。体の背面は黒色で、中央部から腰にかけては白い。腹面は白く、脇に暗色の

縞がある。オスの頭頂は黄色い。 趾は第 1 指を欠き 3 本である。種ミユビゲラでは北の

個体群に比べ南の個体群は暗色となる。エゾアカゲラ（Dendrocopos major japonicus）やエ

ゾオオアカゲラ（Dendrocopos leucotos subcirris）は下腹部が赤く、コアカゲラ（Dendrocopos 

minor amurensis）やエゾコゲラ（Yungipicus kizuki seebohmi）はより小型で背面の羽色が異

なる。 

【生活史】 

生活史の詳細は不明である。1942 年 9 月に国内ではじめて、十勝三股においてオス 1 羽

が観察され、同年 11 月 11 日、12 月 17 日、12 月 19 日に、同地域で銃によって、オス 1

羽、メス 2 羽が採取され、新亜種として記載された。1956 年に、造材現場で伐採されたエ

ゾマツ（Picea jezoensis）からヒナ 3 羽が保護され、うち 1 羽が 1957 年 1 月まで飼育され

たが、死亡した。この個体は北海道大学農学部博物館（現北海道大学北方生物圏フィール

ド科学センター植物園）に剥製として所蔵されており、営巣木の一部も保存されている。

この記録が、本種が繁殖しているとされる唯一の記録である。その後、1962 年 7 月に旭岳

天女ケ原で、1988 年 9 月に東大雪のニペソツ登山道などで観察記録があるほか、2006～

2009 年の 6～7 月、2010 年 10 月、2011 年 5 月に十勝岳で観察記録がある。観察や捕獲の

記録は断片的であるが、繁殖期である 5～7 月、非繁殖期である 9～12 月まで記録があり

（12 月の捕獲時期は積雪期であった）、留鳥とされている。1942 年に採集された 3 羽の胃

には多くのヤツバキクイムシ（Ips typographus japonicus）とシラフヨツボシヒゲナガカミ

キリ（Monochamus rosenmuelleri）が含まれていた。また、川辺（2014）によると、本種が

目撃されたいくつかの地点では、目撃の数年前に大規模な風倒があることが分析されてお

り、風倒による昆虫の発生との因果関係がある可能性が示唆されている。 

基亜種の生活史は以下のとおりである。枯損あるいは内部が腐朽した木の幹に毎年穴を

穿って巣をつくり 5 月上旬に産卵する。一腹産卵数は 3〜6 卵、抱卵期間は約 11〜14 日、

育雛期間は 22〜26 日である。雌雄で抱卵・育雛を行う。幼鳥は巣立ち後 1 ヶ月ほどで独

立する。留鳥であるが、北のものは冬季に南へ移動し、不定期な渡り（eruptive migration）

も知られている。樹皮下にいるキクイムシ類（Scolytidae）やカミキリムシ類（Cerambycidae）

などの穿孔性甲虫の幼虫・蛹を主要な食物としている。 

【生息環境】 

観察や捕獲の記録は断片的であるが、確認地点は大雪山国立公園の区域内で、おもにエ

ゾマツやアカエゾマツ（Picea glehnii）などのトウヒ属が優占する森林である。 

種ミユビゲラはユーラシア大陸の北方針葉樹林（タイガ）と中緯度の山岳針葉樹林（亜

高山帯針葉樹林）に生息し、シベリアではカラマツ林に、他の地域では主にトウヒ属から

なる森林にすむ。国内では本亜種が大雪山系のエゾマツ・トドマツ（Abies sachalinensis）
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が優占する針葉樹林に生息し、特にエゾマツ・アカエゾマツ（Picea glehnii）の多い森林を

好む。 

生息環境区分： 【陸域_中標高地】森林 

国土地域区分： （1）奥山自然地域 

【分布域】 

種ミユビゲラは北欧から極東にいたるユーラシア大陸の高緯度地方とヨーロッパアル

プス・天山山脈・崑崙山脈・横断山脈など中緯度の山岳地帯に分布し、国内では本亜種が

北海道中央部の山岳地帯（大雪山系）に分布する。 

現在の生息状況 

【分布域の現況】 

観察記録は非常に少なく、かつ断片的であり、現在の生息状況ははっきりしない。 

【生息地の現況】 

観察記録のある地域は、現在では国立公園の区域内である。 

【個体数の現況】 

観察記録が少なく、生息密度が非常に低いと考えられる。 

 

存続を脅かす要因 

観察記録が少なく、生息状況ははっきりせず、種の存続を脅かす要因などはわからない。 

要因の区分： （過去） 不明 

（現在） 不明 

 

特記事項 

北海道は、極東における本種の分布南限にあたる。1942 年に 3 羽が採取され、山階芳麿

博士によって、形態などから日本固有の亜種とされ、日本鳥類目録第 8 版においても、こ

の分類が採用されている。孤立した個体群と考えると、個体群の規模はかなり小さい。国

際鳥学会の IOC World Bird List (v 14.2)では、8 亜種に分類され、Picoides tridactylus inouyei

は固有亜種として扱われているが、Cramp (1985)では 3 亜種に分類されており、Picoides 

tridactylus inouyei の記述はない。Dement'ev & Gladkov (1951)においても 8 亜種に分類され

ているが、分布地域として日本（北海道）にかかる記述はなく、Picoides tridactylus inouyei

の記述もない。エゾミユビゲラの標本は、山階鳥類研究所にタイプ標本を含む 3 羽、北海

道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園に 1 羽がある。北海道大学北方生物圏フ

ィールド科学センター植物園の標本については、1997 年以降、標本の遺伝子を調べたいと

いう研究者からの照会はない。遺伝子に基づく亜種分類の知見が乏しく、分類という視点

からも情報が不足している。 
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旧レッドリストカテゴリーと掲載名 

第４次 2020: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第４次 2019: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第４次 2018: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第４次 2017: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第４次 2015: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第４次: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第３次: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第２次: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei CR 

第１次: ミユビゲラ Picoides tridactylus inouyei E 

都道府県レッドリスト・レッドデータブック掲載状況（令和６年度末時点） 

【北海道】絶滅危惧ⅠA 類(Cr) 

保護に係る法令指定状況（令和７年度末時点） 

国内希少野生動植物種，鳥獣保護管理法 
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アセスメントサマリー（Assessment summary ） 

Picoides tridactylus inouyei has been assessed for threatened wildlife of Japan Red List 5th 

edition. Picoides tridactylus inouyei is listed as DD under criteria ①②. 

The species that possesses attributes which could easily shift it into the threatened categories due 

to changes in environmental conditions (specifically, the following criteria), yet lacks sufficient data, 

including habitat status, to determine its category. 

①Low population density and rarity are exhibited in all habitats where it occupies. 

②Habitats are highly limited. 

Habitat types:  【Terrestrial/Freshwater area_Mid-altitude area】Forest 

Threat types:  Unknown 

Law designation 
status for 
conservation 

Nationally rare species of wild fauna and flora. Wildlife Protection, Control, 

and Hunting Management Act. 
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